
資料１ 

高精度測位社会における電子基準点施策のあり方検討会 
 

 
＜設立趣旨＞ 

電子基準点（GEONET）については、衛星測位を活用した位置情
報の基盤として、測量の基準点、地殻変動の監視、位置情報サービス
の主に三つの役割を長年果たしてきました。特に近年では、建設や農
業などのリアルタイムで高精度な位置を必要とする分野での利用拡
大は目覚ましいものとなっています。さらに、民間の事業者等により
高精度な測位サービスを提供等するため、電子基準点を補完する独
自の GNSS 連続観測点（民間等電子基準点）を積極的に設置する動
きも見られています。 

令和６年４月には測量法に基づく第九次の基本測量長期計画が施
行されました。計画では、「測量のみならず測位分野における基本測
量の役割の増大に応じた取組の必要性」、「高精度測位技術の一般化
の推進」等、測位も強く意識したものとなっています。また、「座標
値の時間管理」は正確な測量・測位や災害対策を行う上で不可欠であ
り、地殻変動の監視が引き続き重要であります。電子基準点はこれら
の取組を遂行する上でますます必要不可欠な存在となっています。 

こうしたことから、信頼度の高い電子基準点を持続的・安定的に維
持管理、運用することで、電子基準点の様々な利活用の推進と利活用
の更なる拡大につなげるため、電子基準点のあるべき姿を明確化し
産学官の役割分担を整理するとともに、基本測量長期計画に基づく
電子基準点施策の方向性の具体化を図っていく必要があります。 

このため、学識経験者と電子基準点に関する業界関係者からなる
検討会を設置することとし、電子基準点施策への提言を行うことを
目的とします。 


